
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年の全国調査では、６５歳以上の７人に１人が認知症（疑

い含む）であり、２０２５年には６５歳以上の５人に１人に増加すること

が予測されています。 

つまり、誰もが認知症になる可能性があり、また誰もが認知症の方

とかかわる可能性がある、他人事ではない時代になりました。 

  そんな中、認知症の人たちがご自身の思いの発信を始めています。

認知症になっても今までと変わらずに楽しみや生きがいをもち、出来

る限り住み慣れた家で暮らすことができるまちづくりが必要とされて

います。認知症本人の方の声を聞いていただき、ぜひ『認知症になって

も安心して生活できるまちづくり』を考えるきっかけとしていただきた

いと思います。                     豊橋市役所長寿介護課 

RUN伴 2015豊橋ブロック～高師緑地付近にて撮影～ 



認知症になっても 

変わらない暮らしがしたい！ 
～認知症に関する展示会～ 

平成２９年１０月２４日（火）～１０月２６日（木） 

豊橋市役所 長寿介護課 

東三河グループホーム利用者の作品展 

豊橋・豊川・田原・新城・蒲郡にあるグループホームを 

利用している方の作品を紹介します 

 

聞かせてください、「認知症と生きる」あなたの声 

東三河認知症対応型グループホーム利用者の方からの 

声を聞かせていただきました。 

 

RUN伴２０１７のご紹介 

認知症の人とともに日本全国をタスキで

つなぐ列島リレーの様子を紹介します。 

 

 

 

その他、映像紹介など 

この展示を通じて、認知症の方

の声を聞いていただき、 

ぜひ『認知症になっても安心し

て生活できるまちづくり』を考

えるきっかけとしていただきた

いと思います。 

（豊橋市役所長寿介護課） 

http://www.irasutoya.com/2014/01/blog-post_2056.html


 


